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第1節 流域及び河川の概要

１．流域の概要
寝屋川流域は、大阪市東部を含む12市（大阪市、守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、藤井寺市、東大阪市、四條畷市、交野市）にまたがっており、面積は267.6km２で、東側を金剛生駒国定公園に指定されている生駒山地、西側を大阪城から南に伸びる上町台地、北側と南側は淀川と大和川に囲まれた東西方向約14km、南北方向約19kmの範囲です。
寝屋川流域は、約7,000～6,000年前には生駒山麓までが入海となっており、その後、淀川、大和川の度重なる氾濫や生駒山地からの水に運ばれる微細な粒子の土あるいは砂の堆積により、次第に陸地と化していき、河内平野と呼ばれる排水の悪い低湿地が形成されました。その後、豊臣秀吉の時代には、淀川左岸の堤防の修築により淀川と寝屋川が分離され、江戸時代には、庄屋中甚兵衛らの尽力で大和川の付替工事により、ほぼ現在の寝屋川流域が形成されました。
流域の水源は、東縁に構える生駒山地に発しています。上流域では、生駒山地を源とする支川の水を集めながら、寝屋川と恩智川が山に並行するように南北方向に流れており、大東市住道で合流しています。中流域及び下流域に入ると、寝屋川は、古川及び第二寝屋川と合流し、流域の唯一の出口である京橋口（大阪市中央区）を経て、流域外の旧淀川（大川）に合流します。旧淀川（大川）に合流した後は、大阪の中心部である中之島を経て大阪湾に注いでいます。

寝屋川流域の約４分の３にあたる地域（主に流域の中・下流部）は、地盤が河川水面より低い低平地となっており、降った雨はそのままでは河川に流入できません。このような内水域では、降った雨は一旦下水道によって集められ、ポンプにより河川に排水されています。これに対し、流域上流部では、地盤が河川水面より高く、降った雨が河川に自然に流入する外水域となっています。

また、流域では、寝屋川、第二寝屋川、恩智川、平野川、古川をはじめとする大小様々な３０河川が網目状に（総延長約133km）存在し、その上、寝屋川の河床勾配が中下流部では1/12,500程度、生駒山地の山裾を流れる上流部でも1/1,000程度と非常に緩やかであるため、大阪湾潮位の影響を受け、非常に複雑な流況となっています。最上流部の生駒山地を流下する支川は中下流部とは対照的に、河床勾配が1/90程度と非常にきつくなっています。
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図－１　流域の変遷　資料：梶山彦太郎・市原実著「続大阪平野発達史」
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図－２　流域図

南北断面図（中央環状線沿いA-A’）
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東西断面図（B-B’）
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図－３　地形断面図
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図－４　河床勾配と干潮域
２．流域の特性
①　自然環境特性

流域の地質は、未固結堆積物の砂や泥により構成される大阪層群が花崗岩等の上に厚く被覆し、生駒山地との境界部付近には砂礫層がみられます。山地部には、領家花崗岩類が広く分布し、風化を受けたマサ土が点在しています。また、生駒山の周辺は領家変成岩類の塩基性岩である斑れい岩質岩石が分布しています。

気候は、瀬戸内海式気候に属し、温暖で年間の気温差は比較的小さく、大阪管区気象台における昭和56年～平成22年の年平均気温は16.9℃、年間降水量は1,279㎜となっています。降水量は、梅雨期及び台風期に多く、冬期の雨量が少ないという特徴があります。

流域の中・下流部では、既に沿川の市街化が進み、効率的な護岸改修のため河川両岸は鋼矢板護岸やコンクリート護岸で連続的に整備され、植生はほとんど見られません。また、水質は改善傾向にあるものの、生物の確認種数は非常に少なく、流れが穏やかなところでは、コイ、カダヤシ等の魚類や、堆積した底泥にユリミミズ、ユスリカ等の汚濁に強い底生動物が多く確認されています。

流域の上流部では、第二寝屋川や恩智川等の複断面部において、イネ科草本類を主とした植生が見られます。また、限られた自然環境がみられる恩智川では、他河川に比べ確認される魚種も多く、タモロコ、モツゴ等の貴重種も確認されています。

自然豊かな生駒山地付近の寝屋川や恩智川に流入する支川の中には、アベマキ－コナラ群集が広く分布しています。流れが緩やかな箇所の石や葉っぱの陰にはカワニナが棲み、付近にはそれを餌とするゲンジボタルの幼虫が生息し、成虫になると土堤の河岸の草むらを中心に飛び交っています。また、沢沿いの湿地やコケ類の群生地には、人里近い低山の谷間に棲むムカシヤンマの幼虫など、多くの昆虫類が確認されています。さらに、きれいな水を好み、流れの穏やかな水中の小石や落葉の下などに潜む、サワガニやニッポンヨコエビも確認されています。

また、流域内ではサギ類やセキレイ類をはじめとする多種の鳥類が確認されており、それらの中には、オオタカ、ハイタカ、チュウサギ等の貴重種もみられます。
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[流域基本 高水流量] 2,700 m3/s 
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　（資料：大阪府水生生物センター）　　　　　　　　　　（資料：2010大阪府環境白書）　　　　　　　　　　（資料：みのおﾃﾞｼﾞﾀﾙ昆虫図鑑HP）

（資料：大阪府水生生物センター）　　　　　　　　　　　　　（資料：2010大阪府環境白書）
写真－１　流域内で確認される代表的な貴重種
②　社会環境特性

流域の人口は、昭和45年頃までは増加していましたが、昭和50年頃から大阪市を中心に減少しています。平成17年の流域内人口は約271万人で、大阪府全体の約31％を占めています。

土地利用については、昭和30年代から市街地の拡大が顕著になり、現在、市街地が約65％、工業用地が約10％を占めています。流域の全ては都市計画区域内にあり、そのうち市街化区域が約77％を占めています。また、大阪市へのアクセスの利便性等から住宅地が広く存在するとともに、中小企業が集積しており、住居地域と工業地域が混在する地域も見られ、生駒山系の麓まで住宅地が形成されています。さらに、地下鉄や商業施設等の地下空間の利用も進んでいます。一方では、市街地からの眺望が非常に美しい生駒山系が「大阪の屏風」に例えられるなど、自然豊かな景観も残されています。

流域の大部分を市街地が占める寝屋川流域ではありますが、大阪城公園、花博記念公園鶴見緑地、長居公園、久宝寺緑地、寝屋川治水緑地等が緑濃いオアシス空間となっています。また、金剛生駒国定公園に指定される上流の山地には、キャンプ場や広場、展望台、ハイキングコース等が整備された府民の森が広がり、身近で健康なレクリエーションの場として多くの人が利用しています。

産業については、流域内の従業者数が約141万人(平成18年事業所企業統計調査)であり、その約64％を第三次産業が占め、残り36％が第二次産業と都市型の産業構造を示しています。

流域では工業の進展に伴い、工業用水源として地下水が使用され、昭和30年代後半から40年代にかけて大東市、東大阪市を中心に年最大20cmもの地盤沈下量を記録し、もとの地盤高さからの累積沈下量は1.2ｍ近くに達している所もありました。このため、工業用地下水の汲み上げ規制や工業用水道への転換の措置などを行った結果、地盤沈下は徐々に沈静化し、現在ではほぼ安定しています。

また、流域の急激な都市化に伴い、車の需要が増大し、交通網の整備が強く望まれたため、道路整備が進められましたが、一方では河川を含む多くの水面が埋め立てられる結果となりました。主要な道路は、国道1号や308号をはじめとする複数の一般国道や、高速道路として近畿自動車道、第二京阪道路、阪神高速道路、その他大阪中央環状線などがあり、大阪経済圏の中枢機能を担う道路として縦横に走っています。その交通量は、平成17年の調査（平成17年度道路交通センサス（全国道路交通情勢調査）平日24時間交通量）では、国道１号で83,545台／日（枚方市菊ヶ丘南町）、流域中央部に位置する大阪中央環状線と国道308号の交差点付近で約41,755台／日（東大阪市荒本北）となっています。

代表的な公共交通である鉄道網としては、ＪＲ線、近鉄線、京阪線、大阪モノレール、大阪市営地下鉄といった複数の路線が整備されています。

また、寝屋川流域における下水道の普及率については、平成22年度末時点において約97.0％であり、全国平均75.1％に比べ比較的高い水準です。

図－５　流域内の交通網

③　歴史・文化

寝屋川流域における治水の歴史は古く、仁徳天皇治政時代に日本で最初の堤防である「茨田堤」が淀川左岸に築造されました。その後、1594年には豊臣秀吉が毛利・小早川・吉川の三家に命じて淀川左岸の堤防を修築させたのが「文禄堤」であり、これにより淀川と寝屋川が分離され、堤防上には京都伏見城と大坂を結ぶ最短陸路（後の東海道）が造られました。さらに、1704年には河内郡今米村の庄屋中甚兵衛らの尽力で大和川の付替工事が行われたことにより、大河川からの洪水は大幅に減少しました。しかし、一方で両河川による堆積作用を失う結果となり、河内平野のほとんどは、低湿地のまま取り残されることとなりました。

江戸時代には、鴻池善右衛門ら豪商たちが、この河内平野の池や低湿地を埋め立てて新田開発を盛んに行い、鴻池（新開池）や深野池などの大きな池も田畑にされましたが、旧川筋の河床跡は砂質土で田畑には不向きであったため、地質的に適した綿づくりが盛んに行われるようになり、後に河内木綿の産地として全国にその名を知られるようになりました。

また、このころの河川は、物資の輸送だけではなく生活に必要な交通路としても重要な役割を果たしており、屋形船で川をさかのぼる「野崎参り」や、京橋から大和方面への舟運の便もありました。また、平野川では、「柏原船（20石船）」が大坂と柏原の間を行き交っていました。
明治以降も低湿地帯であり、開発は進まず、のどかな田園風景をみせていましたが、戦後の産業・経済の発展と共に、大阪市に隣接するという地理的好条件のため市街化が急激に進行し、現在に至っています。

古い歴史をもつ寝屋川流域では、水に関する多くの地名を残しているとともに、数多くの史跡、名勝、天然記念物、重要文化財等が点在しています。
写真－２　茨田堤　　　　
３．河川特性
寝屋川流域の中・下流部は、市街化が早い時期から進展したため、洪水対策を優先して進めた結果、無機質な鋼矢板護岸やコンクリート護岸が川とまちを隔てるように連続することとなりました。それにより、川とまちは分断され、まちからはほとんど水面を見ることができなくなり、それまで良好だった川とまちの関係が、川とは反対側に建物の出入り口を設けるなど、次第にまちが川に背を向ける結果となりました。そのため、河川沿いの土地利用も、下流部では主に工場地が隣接し、上流に向かうほど住宅地に移行していますが、景観は非常に単調で殺風景なものとなっています。

また、河川の河床勾配は緩く、大阪湾の潮位の影響を受けるため、晴天時には流れを感じることはほとんどできません。

この、まちと川が分断された無機質な景観を少しでも和らげるため、寝屋川や恩智川の高い護岸擁壁については、垂直緑化や壁面キャンパスを施し、圧迫感等の軽減を図っています。また、川沿いの植樹や遊歩道等を整備しています。なかでも、寝屋川の京橋口付近から第二寝屋川との合流点を望む風景は、大阪ビジネスパーク（ＯＢＰ）と一体となった緑あふれるやすらぎの空間となっており、近くに勤める人々の憩いの場として利用されているなど、大阪の都市部でも有数の景観を呈しています。さらに、河川のすぐ際には、大阪城も構えており、舟運を利用した水上からの景色は「水の都・大阪」を代表する景色となっています。
また、河川沿いに整備された寝屋川治水緑地や恩智川（花園）多目的遊水地、打上川治水緑地は、上面に公園整備等を行うことにより、普段は府民にやすらぎと潤いを与える存在となっています。現在は、恩智川沿いで、恩智川治水緑地及び恩智川（法善寺）多目的遊水地の2つの遊水地の整備を進めています。
最上流部の生駒山地を流れる河川は、中・下流部とは対照的に河床勾配が急であるため、河川の水は生駒山地の斜面を一気に駆け下りる渓谷の様相を呈しており、市街地が隣接しているとは思えないほど、豊かな自然が残されています。

第２節　河川整備の現状と課題
１．治水の現状と課題

寝屋川流域における治水事業は、昭和28年9月の台風13号を契機として、昭和29年に寝屋川改修全体計画（第１次計画）を、当時の最大実績降雨（大阪管区気象台、明治29年8月30日、最大時間雨量61.8mm、24時間雨量175.6mm）を対象に策定したのがはじまりで、基本高水のピーク流量を寝屋川の京橋口地点で536m3/sとしました。当時の寝屋川流域は、田畑の残る低湿地できわめて排水条件が悪く浸水を生じやすい自然条件でした。この計画（第１次計画）では、第二寝屋川および平野川分水路といった新川開削をはじめ、大阪市とその周辺の都市排水工事や寝屋川流域に合流する農業用排水工事及び生駒山麓の砂防工事等を行いました。また、農地については湛水を許容した計画でした。
この頃は戦後復興に向け、近代化に向けた土地利用構想が検討され始めた時期であり、流域では河川改修が追いつかないほど急激な開発が広範囲に及び、下水道整備に伴う河川への排水量の増大や農地の宅地化等による保水・遊水機能の低下が原因で、浸水被害が頻繁に起こるようになりました。

そのような中、昭和32年には昭和29年の計画を上回る降雨（八尾観測所、昭和32年6月26日、最大時間雨量62.9mm、24時間雨量311.2mm）が発生し、東大阪市等における洪水被害、および生駒山系の土砂崩壊など、甚大な被害が発生しました。さらに昭和47年には、７月の梅雨前線による豪雨と９月の台風20号により、大東市、東大阪市を中心として延べ約10万戸の家屋等が浸水被害を受け、大東水害訴訟の原因ともなる水害が発生しました。

このように、当初計画（第１次計画）の想定を上回る降雨の発生や開発の状況等を受けて、昭和51年に、下水道計画を考慮した形で、寝屋川流域全体の治水計画の見直しを行いました。この計画（第２次計画）では、計画降雨をこの時点における最大実績雨量（八尾観測所、昭和32年６月発生、最大時間雨量62.9mm、24時間雨量311.2㎜）に変更し、基本高水のピーク流量を寝屋川の京橋口地点で1,650m3/sに変更しました。

第１次計画では、主に新川開削と河道拡幅を行いましたが、流出量の増加に伴い、河川への負担が増大したため、第２次計画では、河床の掘り下げや治水緑地（貯留施設）の整備及び放流施設（寝屋川導水路等）の整備を行うこととしました。

しかし、流域の市街化は著しく、その後も内水域の浸水被害は減少せずに災害が繰り返されました。特に、昭和57年8月の台風10号および低気圧による豪雨では、流域内に浸水家屋５万戸もの被害が発生しました。

この頃になると河道改修がある程度進捗していたため、これまで多く発生していた河川からの溢水等による氾濫被害は減少してきましたが、内水域では相変わらず、降った雨が川に排水できずに浸水するという内水浸水被害が、頻繁に繰り返されました。

そのため、寝屋川流域の治水事業は大きな転換期を迎え、昭和59年から流域の都市化の実態や内水域における浸水の実態について調査・検討を開始しました。その結果、昭和63年に、これまでの第２次計画に内水域の治水計画（河川、下水で行う放流・貯留施設の整備及び行政、民間で行う流域対応施設の整備）を盛り込む形で計画を変更し、流域全体の総合的な治水対策（第３次計画）を策定しました。
この第３次計画では、寝屋川流域全体の治水安全度を確保するため、河川と下水など行政間の連携で行う治水対策と併せて、流域住民を含む流域関係者すべてで実施する総合的な治水対策を位置付け、流域を面で防御する「流域基本高水」という新しい概念を導入し、そのピーク流量を寝屋川の京橋口地点で2,700m3/sと設定しました。
その後、平成9年の河川法改正を受け、河川環境の整備と保全、地域住民の意見を反映した「河川整備計画」を平成14年に策定し、環境にも配慮した治水事業の推進を図ることとしました。さらに平成16年には、特定都市河川浸水被害対策法の施行を受け、寝屋川流域を特定都市河川流域に指定し、流域の総合的な浸水被害対策を推進するために、特定都市河川の河川管理者、特定都市下水道の下水道管理者、関係市長が共同で「寝屋川流域水害対策計画」を平成18年に策定しました。
現在は、第2次計画から進めてきた河川改修、分水路（城北川等）及び遊水地（恩智川治水緑地、恩智川（法善寺）多目的遊水地等）の整備を引き続き実施するとともに、第3次計画で新たに位置付けられた総合的な治水対策について、下水道管理者と連携を図りながら、内水域での治水対策として地下河川（寝屋川北部地下河川、寝屋川南部地下河川）や流域調節池（西郷通調節池等）等の整備をはじめ、流域関係者による流域での流出抑制施設の設置等を行っています。

このように寝屋川流域では、古くから治水事業に着手した河川堤防や排水機場（毛馬排水機場、太間排水機場等）といった施設がほぼ完成してきたため、川からの溢水や破堤が原因の洪水被害はほとんど解消されてきています。しかし、内水域では、本格的な内水浸水対策に着手して概ね20年が経過していますが、もともと浸水しやすい地域（低平地）であることや既成市街地化されていることによる事業の難しさ等により、近年でも頻繁に内水浸水被害が発生しています。
今後さらなる浸水被害軽減にあたっては、河川堤防・分水路・遊水地といった施設の整備や、桁高の不足している橋梁の架け替えを早期に行い、川からの溢水や破堤といった洪水被害の防止を図ることが重要となっています。さらに、内水浸水被害については、その浸水形態から人的な被害は少ないものの、資産や重要交通網が集中しているため一度浸水が発生すればその被害は甚大で、二次災害の発生も危惧されることから、河川管理者だけでなく下水道や流域の住民等との連携を図りながら、段階的な施設整備を進め、一日も早い治水安全度の向上に努める必要があります。また、古くからの整備箇所では、治水機能を維持するために護岸等の老朽化対策も必要となっています。

なお、これらの治水事業の実施にあたっては、地域住民が事業の効果を実感することのできる時間スケールであることが重要であり、厳しい財政状況の中、効率的かつ効果的な治水事業の推進が必要となっています。
表－１　治水計画の比較

	
	計画内容
	洪水処理方策

	第１次計画　昭和２９年～
	［流域面積］269.35km2
［計画降雨］最大実績雨量

（大阪）M29.8.30

61.8mm/hr，175.6mm/24hr

［流出係数］0.25～0.35

［基本高水流量］536m3/s

［計画高水流量］536m3/s
	○主要事業

· 第二寝屋川新川開削　S30～S43

· 平野川分水路新川開削　S28～S38

· 大阪市とその周辺の都市排水工事

· 寝屋川水域に合流する農業用排水工事

· 生駒山麓における砂防工事

	第２次計画　昭和５１年～
	［流域面積］269.70km2
［計画降雨］最大実績雨量

（八尾）S32.6.26
62.9mm/hr，311.2mm/24hr

［流出係数］0.8
（内水域は下水道ポンプ能力でピークカット）

［基本高水流量］850m3/s

［計画高水流量］1650m3/s
	○河川改修

· 河床を掘り下げ，矩形断面

· 放流施設(分水路等)
（現状の施設・水路の有効活用）

· 毛馬排水機場洪水時淀川
（城北運河の利用）

· 寝屋川導水路等　浄化対策水路を洪水時に運用
　淀川へ

○貯留施設(遊水地)

· 寝屋川治水緑地

· 恩智川治水緑地

	第３次計画　昭和６３年～（総合治水）
	［流域面積］267.6km2
［計画降雨］最大実績雨量

（八尾）S32.6.26

62.9mm/hr，311.2mm/24hr

［流出係数］0.8（外水域）

0.42～0.8（内水域）

［基本高水流量］

2700m3/s（流域基本高水流量）

2400 m3/s（基本高水流量）

［計画規模］
　外水域からの流出：1/100

　内水域からの流出：1/40
	


表－２　近年の浸水被害
	年　　月　　日
	気象要因
	流域最大降雨量
	浸　水　被　害

	
	
	時間最大
(㎜)
	総雨量
(㎜)
	床　上
(戸)
	床　下
(戸)
	計
(戸)

	平成15年5月8日
	前線
	47.0
	80.0
	15
	611
	626

	平成16年5月13日
	前線
	41.0
	89.0
	22
	310
	332

	平成16年10月20日
	台風23号
	42.0
	134.0
	15
	490
	505

	平成20年8月6日
	低気圧
	63.5
	73.5
	183
	2,357
	2,540

	平成23年8月27日
	局地的豪雨
	77.5
	88.0
	89
	1,499
	1,588


※平成23年8月27日の浸水被害戸数は速報値です。

２．河川利用及び河川環境の現状と課題

寝屋川流域の河川の水は、主に農業用水に利用されており、一部は工業用水にも利用されています。寝屋川流域では、淀川などの他河川から導入された水を主に上水として利用しており、その排水が下水道によって集められ、下水処理場で処理されて河川に放流されるなど、人工的な水の流れが大きい水循環の特徴を持っています。

寝屋川流域の中下流部では、河川が都市における貴重なオープンスペースとなっていますが、特に感潮区間において、川とまちが高い堤防により分離されており、河川を空間や景観として利用している場所は限られています。しかし、ブロック積護岸で整備されている第二寝屋川や恩智川、平野川等の中上流部では、堤防上から川が見える箇所もあり、そのような場所では、川沿いに植樹や遊歩道の整備を行っており、通勤・通学路や散歩道として利用されています。

寝屋川流域の最下流部にあたる京橋口付近では、大阪ビジネスパーク（ＯＢＰ）や大阪城が隣接しており、緑地を施した遊歩道や階段護岸等の整備により、ゆとりややすらぎを与える都心部のオアシス的存在となっており、近くに勤める人々をはじめ、多くの人々に利用されています。さらに、中之島、桜宮公園から大阪城に至る水上バスも運行されており、大阪の観光ルートとなっています。

また、河川沿いに整備された寝屋川治水緑地、打上川治水緑地および恩智川（花園）多目的遊水地は、上面に公園整備等を行うことにより、普段は府民にやすらぎと潤いを与える存在となっているなど、都市の貴重なオープンスペースとして、府民に多く利用されているとともに、治水緑地内の池などは生物にとっても貴重な生息拠点となっています。恩智川沿いでは、恩智川治水緑地及び恩智川（法善寺）多目的遊水地の２つの遊水地の整備を進めており、遊水地を生息拠点とする生態系のネットワークに配慮してきました。このように、現在では、川の環境や多様性、重要性について多くの人々が関心を寄せてきており、今後は「まちと川」「人と水」がより近づけるような川づくりが求められている社会背景を考慮し、人々が水に親しみ、学べる空間を創出するなど、人と川の関係回復に努め、周辺のまちづくりと一体となった川づくりが必要となっています。

流れがほとんど無い寝屋川流域では、川底に汚泥が堆積しやすく、汚泥の堆積による悪臭やスカム（浮遊汚泥）が発生し、大きな問題となっていました。以前は、河床に堆積した汚泥の浚渫を行う程度でしたが、昭和45年に開催された大阪での万国博覧会を契機に本格的に浄化対策を開始しました。

水質の改善については、淀川から最大20m3/sの浄化用水や渚水みらいセンターの高度処理水を寝屋川導水路等を通じて寝屋川本川に導水したり、古川でも、寝屋川から古川浄化導水路を通じて、最大3m3/sの浄化用水を導入しているほか、岡部川ではなわて水みらいセンターから、平野川では竜華水みらいセンターから高度処理水を浄化用水として導入しているなど、各所で浄化用水を導入しています。また、昭和47年には、寝屋川北部流域下水道及び寝屋川南部流域下水道が供用開始され、下水道整備が進捗してきたことに伴い、高度成長期以前の非常に悪かった水質（昭和45年京橋付近、BOD値62.6mg/l）の改善が進みました。その後、水質の改善、水量の確保、水辺環境の整備に関する長期的な施策が検討され、「寝屋川流域水循環系再生構想」（平成15年6月）としてとりまとめられ、その実行計画として、平成16年に寝屋川流域協議会において「淀川水系寝屋川流域水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」が策定されました。これを受け、寝屋川での浄化浚渫や恩智川上流部での地下水の導水、恩智川（花園）多目的遊水地での河川水の直接浄化（礫間接触酸化手法）、平野川で多自然型浄化の整備を行うなど、多様な水質改善への取り組みにより、寝屋川流域ではほとんどの地点で環境基準を満足するまでに至りました。しかし、恩智川の中流部等では環境基準に満たない地点もあることや、農地の宅地化等による土地利用の変化や地域住民の環境への関心や意識の高まり、企業の社会貢献意識の高まりといった社会情勢の変化も踏まえ、支川や水路も含めた流域全体のさらなる水質改善が必要となっています。そのためには、未処理生活雑排水等の発生源対策が重要となるほか、非かんがい期に水質が悪化する傾向があることから、年間安定した水量の確保が必要です。また、河川には多くのごみが投棄されており、景観や生物生息環境上の支障を生じていることから、ごみを減らす取組みが必要です。古川等においては、水質・底質から環境基準を超えるダイオキシン類が確認されており、底質の除去や監視調査の継続が必要となっています。

自然環境については、生駒山地付近の上流部に比較的良好な環境が残るものの、市街化が進んだ中・下流部は、鋼矢板護岸やコンクリート護岸で連続的に整備されており、水質は改善傾向にあるものの、生物の生息環境としては適していない状況にあります。河川は、生物にとっても貴重な生息空間であり、特に市街地では、数少ない連続的な生物の生息空間であることから、水質の改善及び望ましい水量の確保とともに、生物の生息しやすい川づくりのあり方を模索し、多くの生物が棲む河川環境の再生を進める必要があります。

寝屋川流域では、地域住民やNPO、学校関係者等の多様な主体により、水質改善や河川愛護を目的とした市民活動や、寝屋川市内において市民公募によるワークショップによる親水空間の整備及び維持管理が行われるなど、様々な取組みが行われています。また、近年は企業の社会貢献意識も高まってきています。今後とも地域が主体となった川づくりの一層の推進を図るために、水辺で活動する団体相互のステップアップや後継者の育成、企業との連携・協働等を進めていく必要があります。
第３節　流域の将来像

寝屋川流域は、大阪府全体の約３分の１の人口や企業が集積する密集市街地です。しかし、近年では人口の減少やライフサイクルの多様化などといった、いわゆる成熟社会を迎えるとともに、地球環境問題の深刻化や大規模災害発生のリスク増大など社会環境が大きく変化していいます。このような中、魅力あるまちづくりを目指し、寝屋川流域の河川をとりまく将来像を以下に示します。

まず、成熟型社会を迎えている寝屋川流域においては、蓄積してきた都市ストックや自然・歴史・文化等、地域の特性や豊かさを活かし、環境との共生や美しい街並み、良好な景観の形成を図るとともに、環境や景観等に対する意識を高め、誇れる都市・地域づくりを行います。特に、治水対策に係る河川や下水道等の都市基盤施設については、既存ストックを活かしながら効率的かつ効果的な整備を図るとともに、ライフサイクルマネジメントを意識した上で適切な維持管理・更新を行い、併せて親水空間・緑化空間の創出など公共空間の魅力づくりを図ります。

自然環境については、健全な生態系を維持・再生するため、多様な自然環境の保全とともに、それらを有機的につなぐエコロジカル・ネットワークの形成を図ります。また、健全な水環境を構築するため、公共用水域の良好な水質を確保します。河川については、府民が集い、親しめる景観となるよう、自然環境の保全、水辺空間の整備を図ります。

洪水の防止については、災害の未然防止や発生時の被害を最小限にとどめるため、関係機関が相互に連携・協力し、総合的・計画的にハード・ソフト施策を展開します。洪水リスクに対しては、河川・下水道等の整備・強化を図ります。また、雨水貯留・浸透施設の設置や、雨水の河川・下水道への流出抑制を図ります。さらに、洪水リスク表示図の整備・普及などにより、地域住民の防災意識を高め、自主防災活動等の取組を促進するとともに、住宅等の適正な土地利用の誘導に努めます。

また、アドプトリバー等、行政と地域住民との協働による緑化活動や河川の美化活動を促進します。

第4節 河川整備計画の目標

１．河川整備の長期目標

大阪府では、将来目標として「一生に一度経験するような大雨（時間雨量80ミリ程度）が降った場合でも、川があふれて、家が流され、人がなくなるようなことをなくす。」こととしています。
寝屋川流域では、洪水等の処理を河川だけでなく、流域という面で防御する流域基本高水（2,700m3/s）という概念を導入しており、河川管理者による治水対策と併せて、下水道や流域の住民等と協力しながら流域の治水安全度を高めていくという総合的な治水対策を進めています。また、流域基本高水の内、河川管理者及び下水道管理者等で実施する洪水等の処理量を基本高水（2,400m3/s）と呼び、様々な施設の整備を進めています。

内水域からの流出（内水）については、下水道ポンプによる河道への排水や地下河川への放流及び流域調節池や下水道貯留施設で対応することを基本とし、地下河川には500m3/s、流域調節池等には250 m3/sを配分します。
また、外水域からの流出（外水）及び内水域からの下水道ポンプによる排水については、河道改修や分水路による他流域への放流及び遊水地での貯留で対応することを基本とし、河道には850m3/s、分水路には390m3/s、遊水地には410m3/sを配分することとします。

また、内水域からの流出の内、300m3/s（400万m3）については、開発等に伴う指導により、民間が設置する雨水流出抑制のための貯留施設・浸透施設や流域市が設置する校庭貯留等の流域対応施設により対応します。
これにより、治水の計画規模は、八尾で観測された昭和32年6月26日降雨［時間雨量62.9mm，24時間雨量311.2mm（戦後最大）］の洪水に対応する規模となります




下水道ポンプによる河道への排水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　



図－６　寝屋川流域の洪水処理計画

２．洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

平成22年6月に策定した「今後の治水対策の進め方」において、「人命を守ることを最優先とする」ことを基本理念に、今後20～30年程度で目指すべき当面の治水目標として10年に1度発生する恐れがある時間雨量50ミリ程度の降雨で床下浸水を防ぎ、かつ、少なくとも30年に1度発生する恐れがある時間雨量65ミリ程度の降雨で床上浸水を防ぐこととしています。

寝屋川流域では、10年に一度発生する恐れがある降雨での床下浸水を防ぎ、30年に一度発生する恐れがある降雨での床上浸水を防ぎます。

なお、施設の整備にあたっては、下水道部局と協力しながら進めていきます。

また、内水域からの流出量の抑制については、特定都市河川浸水被害対策法に基づき、開発行為・道路等公共施設整備に伴い設置する流出抑制施設や流域市による学校など公的施設に設置する雨水貯留施設により対応します。
表－３　基本高水のピーク流量配分（単位：m3/s）

	河 川 名
	基準地点
	基本高水
のピーク流量
	洪水調節施設等による調節流量
	河道への
配分流量

	寝屋川
	京橋口
	1,780

(2,400)
	980

(1,550)
	800

(850)




３．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標
流水の正常な機能の維持については、市街地における貴重な水辺であることを考慮し、安全で潤いのあるまちづくりの核となるよう、確保すべき水量・水質等に十分配慮し、水環境の回復・改善に努めます。

水量については、魚類をはじめとした水生生物の生息や景観保全、水質の改善、人と河川とのふれあいの確保の観点等から望ましい流量を設定し、その確保に努めます。

水質については、近年、改善傾向にあるものの、周辺の下水道普及率が低い恩智川や平野川等で環境基準を満足していない地点も見られるため、流域市と連携した未処理生活雑排水等の対策を進めるともに、特に非かんがい期の水量の確保を図り、支川や水路も含めた流域全体の水質改善に努めます。
４．河川環境の整備と保全に関する目標

河川環境の整備と保全については、人と川との関わり、多様な生態系と川との関わりに十分留意し、流域の関連諸計画や治水計画等との整合を図りながら、地域の特性に応じた､地域が主体となった川づくりを一層推進し、良好な河川環境・景観の形成に努めます。また、施策の展開にあたっては、河川の特性等を踏まえた河川空間の将来像を設定し、取り組みの推進を図っていきます。

寝屋川の上流部や生駒山地付近の河川においては、河川が人々にとって身近な憩いの場であるとともに、水・緑・生きものに気軽に触れることのできる場となることが求められることから、治水上親水性を持たせても支障の無い区間については、河川施設の有効利用による親水空間の創出を図るとともに、水辺の生物などに優しい生態系に配慮した河川環境づくりに努めます。市街地を流れる中・下流部等においては、河川がゆとりのある貴重なオープンスペースとして機能するとともに、人々に憩いやくつろぎを与える存在となることが求められていることから、河川の形態や親しみ方に応じた、人と川との関係の回復及び良好な都市景観の創出に努めます。

５．河川整備計画の計画対象区間

本整備計画の計画対象は、淀川水系寝屋川ブロック内の全ての法河川とし、そのうち計画的に河川工事を実施する区間を表－４　計画対象区間一覧及び図－７　計画対象区間に示します。

なお、河川の維持はブロック内の全ての法河川で行うこととします。

６．河川整備計画の計画対象期間

本整備計画の計画対象期間は概ね30年とします。

７．河川整備計画の摘要

本整備計画は、大阪府における現時点での当面の河川整備水準の目標達成に配慮し、かつ流域の社会状況、自然状況、河道状況に基づき策定しています。策定後にこれらの状況の変化や新たな知見・技術の進捗等の変化によっては、適宜、河川整備計画の見直しを行います。




	河川名
	番号
	工事実施箇所及び区間
	事業内容
	延長等
	備考

	河川
	寝屋川
	①
	寝屋川橋梁【事業中】
	河道改修
	L=50.8m
	外水対策

	
	平野川分水路
	②
	城東運河橋梁【事業中】
	河道改修
	L=20.2m
	

	
	恩智川
	③
	三箇大橋【事業中】
	橋梁改築
	L=39.0m
	

	
	
	④
	薬師橋～近鉄信貴線の区間
	河道改修
	L=1.2km
	

	
	
	⑤
	恩智川（法善寺）多目的遊水地
	遊水地
	貯留量7.4万m3
	

	
	
	⑥
	恩智川治水緑池
	遊水地
	越流堤高切下

(0.2m)
	

	
	大川
	⑮
	旧国道170号～最上流端の区間
	放水路
	L=860ｍ
	

	
	日下川
	⑯
	中前橋～国道170号の区間
	河道改修
	L=220ｍ
	

	
	音川
	⑰
	旧国道170号～芝新橋の区間
	河道改修
	L=380ｍ
	

	地下河川
	寝屋川北部地下河川
	⑦
	門真調節池【事業中】
	地下河川
	L=2.9km
	内水対策

	
	
	⑧
	守口調節池
	地下河川
	L=3.1km
	

	
	
	⑨
	鶴見調節池
	地下河川
	L=1.7km
	

	
	
	⑩
	都島調節池
	地下河川
	L=2.9km
	

	
	
	⑪
	流末排水機場

（ポンプ250m3/s中83m3/s整備）
	地下河川
	83m3/s
	

	
	寝屋川南部地下河川
	⑫
	岸里調節池
	地下河川
	L=2.2km
	

	
	
	⑬
	流末排水機場

（ポンプ180m3/s中120m3/s整備）
	地下河川
	120m3/s
	

	流域調節池

（必要量39.9万m3）
	⑭
	西郷通調節池【事業中】
	調節池
	貯留量

4.00万m3
	

	
	-
	a)2万m3以上必要集水区

萱島Ｂ，守口，東野田，四条，中浜東，長吉，片江
	調節池
	必要量

23.40万m3
	

	
	-
	b)その他
	調節池
	必要量

12.50万m3
	


· 整備対象とする流域調節池は、候補地を対象に整備効果や実現性等の検討を行い選定する。

第２章　河川の整備の実施に関する事項

第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに該当河川の工事の施行により
設置される河川管理施設の機能の概要

１．治水整備
これまで長期目標に向けた段階施工として、寝屋川や恩智川などの河川や城北川などの分水路、恩智川治水緑地などの遊水地の整備を行うとともに、地下河川などの放流施設や流域調節池などの貯留施設の整備を行ってきました。

今後は、10年に一度発生する恐れがある降雨に対応した恩智川や恩智川（法善寺）多目的遊水地、寝屋川北部地下河川や寝屋川南部地下河川などの放流施設を整備するとともに、30年に一度発生する恐れがある降雨に対応した恩智川治水緑地の越流堰の切り下げや流域調節池の整備を行います。

１－１．河川改修及び遊水地の整備

河道改修としては、洪水を安全かつ確実に流下させるため、河道の拡幅、堤防の嵩上げ、河床の掘り下げ、橋梁の改築などの整備を行います。

寝屋川では、すでに3箇所の遊水地（寝屋川治水緑地、打上川治水緑地、恩智川（花園）多目的遊水地）が完成しており、今後、恩智川（法善寺）多目的遊水地の整備、ならびに恩智川治水緑地の越流堰高改修を行います。

なお、整備にあたっては、都市部における貴重なオープンスペースであるとともに生物の生息拠点等としての重要性を考慮し、人と川の関係の回復及び生態系への配慮を目指した川づくりを行います。そのため、河川沿いや遊水地周辺の土地利用、自然環境、生態系等の把握を的確に行うとともに、地域住民のニーズ等を考慮し、地域の特色を活かした整備を進めていくものとします。また、遊水地については、生物の貴重な生息拠点として重要な役割を果たしており、今後はそれぞれの遊水地を結ぶ生態系のネットワークづくりを行います。

（１）寝屋川

寝屋川は生駒山麓に源を発しこれと並行して南に流れ、大東市住道で恩智川と合流して西に進路を変え、さらに古川及び第二寝屋川と合流し、京橋口を経て旧淀川（大川）に合流する延長約21.2kmの河川です。寝屋川沿川は市街化が早い時期から進展したことにより、鋼矢板護岸やコンクリート護岸が川と町を隔てるように連続しているため、景観的にも無機質なものとなり、水辺に近づけるところもなく、川と周辺地域は分断されている状況です。

寝屋川では、整備目標流量を確保するため中・下流部では川幅を最大限有効に活かせる矩形断面で鋼矢板護岸を整備し、上流部では護岸の標準勾配を1：0.5としてコンクリートブロック等で整備を行うなど、河川改修はほぼ完成しています。また、寝屋川中上流部に位置する寝屋川治水緑地も完成し、整備目標流量を概ね流下させることが出来ています。

寝屋川橋梁付近の護岸未整備区間については、大阪外環状鉄道整備事業の進捗と合わせて護岸整備および河床掘削を行います。

計画対象区間と整備内容について以下に示します。

表－５　計画対象区間と整備内容（河道改修）

	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	大阪外環状鉄道

（JR学研都市線）
寝屋川橋梁
	寝屋川橋梁付近の護岸未整備区間については、大阪外環状鉄道整備事業の進捗と合わせて護岸整備および河床掘削を行います。
	【事業中】



図－８　寝屋川橋梁部護岸　平面図

図－９　寝屋川橋梁部護岸　標準断面図
（２）平野川分水路

平野川分水路は、平野川の流量低減を目的として分派した分水路で、鳥居先橋付近で分流後、平野川と並行し北上し、途中、第二寝屋川と交差後に寝屋川本川へと合流する延長約6.7kmの河川です。河川の両岸はコンクリート護岸が連続するため無機質な景観が続いています。

城東運河橋梁付近の護岸未整備区間については、大阪外環状鉄道整備事業の進捗と合わせて護岸整備を行います。

計画対象区間と整備内容について以下に示します
表－６　計画対象区間と整備内容（河道改修）

	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	城東運河橋梁
	城東運河橋梁付近の護岸未整備区間については、大阪外環状鉄道整備事業の進捗と合わせて護岸整備を行います。
	【事業中】



図－１０　城東運河橋梁部護岸　平面図

図－１１　城東運河橋梁部護岸　標準横断図
（３）恩智川

恩智川は、自然豊かな生駒山麓を水源とする数多くの支川と合流しながら、山麓と並行して北上し、大東市住道で寝屋川と合流する延長約15.4kmの河川です。周辺に市街地が広がる中、地域を潤す貴重な水辺ですが、現況の河川沿いに連続するコンクリート護岸は、景観的にも無機質なものとなり、水辺に近づける所も少なく、川と周辺地域は分断されている状況です。

しかし、地域住民は、恩智川に対する意識が非常に高く、行政と環境団体が一体となり、イベントや河川清掃等の活動が活発に行われており、川への思いとして「水辺に近づける川」「いきもののすむ川」「美しい川」としていくことが求められています。
恩智川では、まず整備目標流量を安全に流下させるため、橋梁改築、河道改修、および洪水を計画的に一時貯留することにより下流河川の洪水調節を行う恩智川（法善寺）多目的遊水地の整備、ならびに恩智川治水緑地の越流堤高改修を行います。

なお、整備にあたっては、恩智川の現状、地域住民の要望を十分踏まえ、親水性や景観の向上に努めるとともに、生物の生息空間としての機能にも配慮した整備を行います。

さらに、生駒山麓に近いという恵まれた条件を利用し、３つの遊水地（恩智川治水緑地、恩智川（花園）多目的遊水地及び恩智川（法善寺）多目的遊水地）を生息拠点とする生態系のネットワークづくりを、地域住民との連携を図りながら整備していきます。

計画対象区間と整備内容について以下に示します。
表－７　計画対象区間と整備内容（橋梁改築）
	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	三箇大橋
	桁高が不足している三箇大橋の改築を行います。
	【事業中】


表－８　計画対象区間と整備内容（河道改修）
	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	薬師橋

～近鉄信貴線
	護岸の標準勾配を1：0.5で整備し、河床掘削を行うことで必要な河積確保を行います。整備にあたっては、生物の生息環境に配慮して現状のみお筋が再生できる工夫をしたり、低水護岸については草本類が生育しやすいように自然石等を設置して空隙の多い水際線の整備を行います。また、地元との協議の上で適所に河川の親水性を考慮した親水階段を設置し、憩いの場所の整備を行うとともに、清掃等の維持管理を考慮したスロープ等を適所に設置し管理用車両等が河道内に下りられるようにします。さらに、連続する護岸の人工的な印象を和らげるため、石積み等による整備を行います。
	


表－９　計画対象区間と整備内容（遊水地）
	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	恩智川治水緑地
（池島・福万寺）
	恩智川治水緑地は、洪水を計画的に一時貯留することにより下流河川の洪水調節を行う施設で、恩智川中上流部の八尾市福万寺、東大阪市池島にまたがる40.2ｈａの区域に建設を行っています。

この遊水地は、恩智川の左、右岸に設けた越流堤から洪水を流入させることにより、恩智川の洪水流量210m3/sのうち160m3/sを調節するもので、恩智川本川と同じ高さの周囲堤と呼ばれる堤防の築造と池床の掘削で必要貯留量165万m3を確保するものです。

遊水地内については、上面の土地利用や遊水地の維持管理を考慮し、仕切堤と呼ばれる堤防で4つのゾーンに分割し、それぞれのゾーンの貯留頻度を変えています。なお、貯留した水は、恩智川の水位が下がり、下流河川の安全が確認された段階で、福万寺Ⅰ期ゾーンにある排水門を通じて自然に第二寝屋川へ排水します。

本計画では、概ね30年に一度の降雨で床上浸水を防ぐため、概成している恩智川治水緑地（池島・福万寺）の越流堤高を約20cm切り下げます。
	

	恩智川（法善寺）多目的遊水地

	恩智川（法善寺）多目的遊水地は、洪水を計画的に一時貯留することにより下流河川の洪水調節を行う施設で、恩智川上流部の柏原市法善寺から八尾市神宮寺にまたがる11.4ｈａの区域に建設を行います。

この遊水地は、恩智川右岸に設けた越流堤から洪水を流入させることにより、恩智川の洪水流量65m3/sのうち30m3/sを調節するもので、恩智川本川と同じ高さの周囲堤と呼ばれる堤防の築造と池床の掘削で必要貯留量16万m3を確保するものです。

遊水地内については、府立八尾翠翔高校のグラウンドや公園等の利用及び遊水地の維持管理を考慮し、池床の高さを変えることにより、それぞれのゾーンの貯留頻度を変えています。なお、貯留した水は、恩智川の水位が下がり、下流河川の安全が確認された段階で、Ａゾーンにある排水門を通じて自然に恩智川へ排水します。
本計画では、概ね30年に一度の降雨で床上浸水を防ぐため、7.4万ｍ3を貯留するための整備を行います。
また、整備にあたっては周囲の自然環境等に配慮するものとし、Ａゾーンにある常時池付近では、生物の生息拠点となるよう生態系に配慮した整備を行います。
	



図－１２　三箇大橋　平面図




図－１３　恩智川　標準横断図（八尾新橋下流付近）





図－１４　恩智川治水緑地　平面図

図－１５　恩智川治水緑地　越流堤高変更概要図






図－１６　恩智川（法善寺）多目的遊水地　平面図

図－１７　恩智川（法善寺）多目的遊水地　横断図面
１－２．地下河川

地下河川は、密集市街地のように河川の拡幅や新たな河川の開削が困難な場所において、道路等の公共施設の地下空間を有効に利用し流域外の河川に放流する河川です。また地下河川は、全体の完成を待たずに、完成した区間から順次、大雨時の一時貯留施設として利用できます。このため、早期に治水安全度の向上を図ることができるという長所があります。

現在、寝屋川北部と寝屋川南部それぞれ延長約11km、約13kmの2本の地下河川工事を進めています。寝屋川北部地下河川については、対象期間内に門真調節池、守口調節池、鶴見調節池、都島調節池の各区間を整備するとともに、流末排水機場(ポンプ250m3/s中83m3/s)を整備します。寝屋川南部地下河川については、対象期間内に、岸里調節池の区間を整備して全川を完成させ、流末排水機場(ポンプ180m3/s中120m3/s)を整備し、地下河川として供用します。

表－１０　計画対象区間と整備内容
	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	寝 屋 川 北 部 地 下 河 川
	門真調節池
	寝屋川北部地下河川の一部である北島立坑から萱島立坑までの間を門真調節池と呼んでいます。地下河川が完成するまでの間は暫定的に約7万m3の雨水を貯留することにより流域の浸水被害の軽減を図ります。
	【事業中】

	
	守口調節池
	寝屋川北部地下河川の一部である鶴見立坑から松生立坑までの間を守口調節池と呼んでいます。地下河川が完成するまでの間は暫定的に約6万m3の雨水を貯留することにより流域の浸水被害の軽減を図ります。
	

	
	鶴見調節池
	寝屋川北部地下河川の一部である城北川取水立坑から鶴見立坑までの間を鶴見調節池と呼んでいます。地下河川が完成するまでの間は暫定的に約7万m3の雨水を貯留することにより流域の浸水被害の軽減を図ります。
	

	
	都島調節池
	寝屋川北部地下河川の一部である城北川取水立坑から都島立坑までの間を都島調節池と呼んでいます。地下河川が完成するまでの間は暫定的に約24万m3の雨水を貯留することにより流域の浸水被害の軽減を図ります。
	

	
	流末

排水機場
	暫定的に調節池として供用していたトンネル部分を寝屋川北部地下河川として供用するため、旧淀川(大川)へ約83m3/sの排水を行う排水機場を築造します。
	



表－１１　計画対象区間と整備内容

	区　　間
	整　備　内　容
	備　　考

	寝 屋 川 南 部 地 下 河 川
	岸里調節池
	寝屋川南部地下河川の一部であるポンプ場から平野川調節池までの間を岸里調節池と呼んでいます。地下河川が完成するまでの間は暫定的に約16万m3の洪水を貯留することにより流域の浸水被害の軽減を図ります。
	

	
	流末

排水機場
	暫定的に調節池として供用していたトンネル部分を寝屋川南部地下河川として供用するため、木津川へ120m3/sの排水を行う排水機場を築造します。
	


１－３．流域調節池

流域調節池は、河川から離れた場所でも設置できる河川施設で、主に公園や道路等の地下に建設し、水路や下水道等からの雨水を一時貯留することにより周辺地域の浸水被害を軽減します。

現在、香里西調節池をはじめ23ヶ所が完成、１箇所が事業中です。今後は39．9万m3の貯留量確保を進めます。
なお、整備にあたっては、過去の浸水実績や土地利用の状況及び設置位置の状況等を考慮して優先順位の高い箇所から順次設置し、地先の治水安全度の向上を図ります。

表－１２　流域調節池一覧表

	調　節　池
（整備済）
	設置市
	貯留量
	上面利用形態

	
	
	万ｍ3
	

	1
	香里西調節池
	寝屋川市
	0.8
	公園

	2
	大正川調節池
	八尾市
	1.4
	広場

	3
	志紀調節池
	八尾市
	1
	広場

	4
	布施駅前調節池
	東大阪市
	1.2
	地下駐車場

	5
	三ツ島調節池
	門真市
	2.4
	広場

	6
	南郷調節池
	大東市
	1
	公園

	7
	長瀬調節池
	東大阪市
	2.3
	広場

	8
	御幸西調節池
	寝屋川市
	2
	広場

	9
	中鴻池調節池
	東大阪市
	2
	水路

	10
	一番町調節池
	門真市
	1.5
	運転免許試験場

	11
	萱島調節池
	寝屋川市
	2.6
	広場

	12
	八尾広域防災基地調節池
	八尾市
	3.2
	防災基地

	13
	大久保調節池
	守口市
	1.6
	公園

	14
	東諸福調節池
	大東市
	2.6
	広場

	15
	八戸の里公園(小阪)調節池
	東大阪市
	3.7
	公園

	16
	宝町調節池
	東大阪市
	2.2
	広場

	17
	松原南調節池
	東大阪市
	3.3
	ラグビー練習場

	18
	大東中央調節池
	大東市
	5.7
	防災公園

	19
	朋来調節池
	大東市
	4.7
	公園予定地

	20
	新家調節池
	八尾市
	5.0 
	広場

	21
	門真南調節池
	東大阪市
	3.5
	道路

	22
	大日南調節池
	守口市
	2
	公園予定地

	23
	千里丘寝屋川線下
	寝屋川市
	1.6
	道路

	小計　　57.3万m3

	調　節　池（整備内容）
	必要量　計39.9万m3

	西郷通調節池【事業中】
	貯留量4.00万m3

	a)
	2万m3以上必要集水区

萱島Ｂ，守口，東野田，四条，中浜東，長吉，片江
	必要量

23.40万m3

	b)
	その他
	必要量

12.50万m3


２．河川環境改善の取り組み

河川環境の改善に向け、水量の確保、水質改善に向けた汚濁負荷の削減・発生源対策、地域が主体となった川づくりによる良好な河川環境・景観の形成、ダイオキシン類の対策を進めます。

◆水量の確保

望ましい流量の確保や非かんがい期の水質改善に向け、関係機関と連携して、農業用水の有効活用や下水道の高度処理水の導水等に取り組み、水量の確保を図っていきます。

◆汚濁負荷の削減・発生源対策

支川・水路も含めた流域全体の水質改善を図るため、関係機関と連携した発生源の対策や汚濁負荷の削減、河川のごみ対策等を推進します。

◆地域が主体となった川づくりによる良好な河川環境・景観の形成
流域の関係団体や企業等と連携を図るとともに、活動団体相互の共通認識や意見交換の場づくりや団体の後継者の育成の仕組みづくりなど、活動の活性化を支援するとともに、主体的に川づくりに取り組もうとする地域において優先的に整備を進めるなどにより、地域が主体となった川づくりを一層推進し、良好な河川環境・景観の形成を図ります。
◆ダイオキシン類の対策

環境基準を超過する底質の除去を進めます。
第２節　河川の維持の目的、種類及び施行の場所

流域内の法河川の維持管理に関しては、災害発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する多面的機能を十分に発揮させるよう適切に行います。

洪水の流下能力を阻害する堆積土砂については、生態系及び周辺の自然環境に配慮しながら、堆積状況を定期的に調査し、阻害率の高い区間を把握することと併せ、地先の危険度などを考慮し撤去の優先順位を定め計画的に行っていきます。堆積土砂の掘削に伴い環境基準値を超過するダイオキシン類等が発見された場合は、学識経験者等からなる委員会での検討を踏まえ、適切な対策を行います。

また、必要に応じて、生態系に配慮しながら除草や伐採を行うとともに、良好な河川空間を維持するために河川清掃を行います。

河川管理施設については、ポンプ場や水門等、洪水時に操作する人為的な施設が非常に多い上、鋼矢板護岸等４０年以上経過した施設も多いことから、今後もその機能の維持のため、施設に応じたより的確な状況把握に基づき修繕や老朽化護岸等の対策を行います。特に流域住民の生命・財産を守り、社会経済活動を支える役割を担う重要施設（ポンプ場、水門等）については、施設の機能を計画的かつ予防的に確保することで長寿命化し、コスト縮減を図ります。老朽化護岸の対策については、現場調査の結果を流域住民へ情報提供するとともに、住民からの情報提供も受けることで、的確な状況把握に努め、計画的な補修を実施していきます。

さらに、河川の占用工作物については、河川管理上支障とならないよう適切な許認可に努めるとともに、河川利用を妨げるだけではなく景観や水質にも問題となる不法投棄・不法占拠等については適切に対応します。

水量・水質については、雨量・水位と併せ、水質の把握を行い、水環境の悪化を防ぐとともに、水質事故については、早期発見と適切かつ速やかな処理を行います。

第３章　その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

１．地域や関係機関との連携等に関する事項

治水施設による対応には限界があることから、雨が降っても河川に流出する量を減らすための流出抑制に積極的に取組みます。具体的には、寝屋川流域では特定都市河川浸水被害対策法の運用により、開発者が開発行為に起因する流出増分を抑制するため設置する流出抑制施設を恒久的に存続させる指導を行っています。併せて、洪水氾濫や浸水が起こった場合でも被害が最小限となる街づくりに向けた家屋の耐水化などの検討を行います。

河川の維持においては、地域に愛される川づくりを目指し、地元住民をはじめ、NPO、市民団体、さらには企業や関係機関等と協力・連携しながら進めていきます。また、日頃から川に親しんでもらうため、河川に関する情報を流域の住民に提供するとともに、アドプト・リバー・プログラム、水辺の学校などといったお互いの情報交換場の創出や、住民によるクリーンキャンペーン等をはじめとする活動支援により、川の再生を共に育んでいくよう、河川愛護思想の普及に努めていきます。

２．河川情報の提供に関する事項
寝屋川流域は、浸水被害が起こりやすい低平地であるにも関わらず、大阪市を中心に交通の便等から早い時期に市街化されたこともあり、大阪府の中でも特に人口や資産が集中している地域となっています。河川氾濫や浸水に対しては、流域市と連携し、府民が的確に避難行動を取れるよう、①現状の河川氾濫・浸水による危険性の周知、②必要な情報の提供・伝達、③府民自らが行動できる体制づくりや避難訓練、を実施します。なお、情報提供にあたっては、双方向の情報共有に努めます。

具体的には、降雨量に対する現状の治水施設の安全度及び被害の発生状況等をわかりやすく周知する「洪水リスク表示図」を作成するとともに、洪水予報のさらなる精度向上や、現在実施しているホームページ等での情報提供（雨量、水位）に加え、地上波デジタル放送等、多様な手段による防災情報提供に取組みます。また、流域の特性により生じる浸水形態を踏まえた「避難勧告等の判断・伝達マニュアル」の作成支援を行います。

加えて、住民と連携し、わかりやすい防災マップの作成（町会単位等）作業や簡易型図上訓練等を通して、地域の状況に応じたきめ細やかな避難体制づくりに取組みます。

さらに、日頃から河川に関する各種イベント等の広報活動や情報提供を行うことにより、地域住民の防災への意識の高揚を図り、自然災害と防災情報の基礎知識について正しい理解の促進を図ります。
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阪神高速道
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大阪中央環状線





ＪＲ大阪環状線





近鉄南大阪線





近鉄大阪線





京阪本線





近畿自動車道
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流域基本高水のピーク流量


2,700m3/s





外水域からの流出（外水）





内水域からの流出（内水）





◆流域対応施設による貯留・浸透


300m3/s


（400万m3）





◆放流施設（地下河川等）　500m3/s


◆貯留施設（流域調節池等）250m3/s





750m3/s





◆河道による処理　　850m3/s


◆分水路による放流　390m3/s


◆遊水地による貯留　410m3/s


1,650m3/s





基本高水のピーク流量


2,400m3/s





（　）書き：長期目標流量
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図－７　　計画対象区間





表－４　　計画対象区間一覧





三箇大橋





越流堤





天端幅　





2.4m





コンクリート厚





 0.6m





切り下げ高





20cm
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